


































「組織統合」を機に 2011 年 7 月から基幹部門全員を対

























2009 年 6 月まで継続・実践した。その後、経営幹部の
リーダーシップ発揮の方法を模索していたが、2009 年
??????　Vol.6






















































＜2002 年 1 月 4 日の社長メッセージ＞  
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職人材の育成と組織力の向上」2009 年 2 月「教師教育
研究 vol.2」参照）。 
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Yume Talk 面談を進化  
革新計画・革新評価の目標連鎖面談へ 
??????　Vol.6
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毎月の改善 PDCA を 3 か月スパンで振り返り、再確認を
することから新たな気づきを導き出すことを狙いとし
た。 

















年 1 月～2011 年 6 月の期間を終え、2011 年 7 月から始
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 ６．職種統合 「目標連鎖と革新評価」の全社導入 
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 【参考資料】 
第 41 期 人材・組織能力の育成計画 
2011 年 7 月 4 日改訂→2012 年 5 月 14 日再改訂→2012 年 6 月 18 日再々改訂 





目標連鎖面談：４～５名単位で毎月初にグループ面談  約１１グループ 朝夕約２時間 















①自分の先月の実践と今期の省察・学習を語る ②他の参加者は傾聴する ③参加者は質疑やアドバイスをする 
④進行ファシリテーター（革新評価有資格者＝ディレクタないしリーダー）は、フィードバックを述べるとともに
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 【「革新評価」の評価ガイドライン】 
2011 年 5 月 25 日改訂→2012 年 6 月 18 日再改訂 
福井キヤノン事務機株式会社 

















AA 評点 140％【革新サイクルが組織外にも展開し実効成果を導いている】 
目的・目標にもとづいた小さな改善 PDCA が毎月のサイクルで実践され、記録と継続的な対話にもとづいた学習から 3カ
月に 1度の新たな革新サイクルへシフトし、6カ月で 2回の革新サイクルが廻って組織外の革新にも影響を及ぼしている
状態。 
 A 評点 120％ 【月次の PDCA 改善サイクルが実効性を導き、省察と学習による革新サイクルの組織内成果を導いている】 
目的・目標にもとづいた小さな改善 PDCA が３カ月のサイクルで実践され、記録と継続的な対話にもとづいた学習から 6
カ月に 1度の新たな革新サイクルへシフトして組織内の革新に影響を及ぼしている状態。深い省察力が革新サイクルへの
重要な要素となる。 
B 評点 100％ 【課題認識により PDCA 改善サイクルが実効し個人の成果を導いている】 
組織と個人の目的・目標に整合性のある計画にもとづいた実践の記録と継続的な対話から、課題認識を得て、省察的学習
と小さな改善 PDCA が繰り返されて個人の成果を導き出している状態。  
C 評点 80％【実践にもとづく省察的学習と PDCA 改善サイクルが回り出した状態】 
組織の改善計画に加えて個人の目的・目標にもとづいた実践の記録と継続的な対話から、省察的学習が始まった状態。 
D 評点 60％【顕在化した不具合が改善された状態】 
組織の計画にもとづいた実践の中から発生した不具合の改善が個人的に実施されている状態。 
E 評点 0％～40％【データや記述内容が曖昧で評価が困難な状態】 
実践にもとづく記録や対話が乏しく、計画や成果とのつながりも不明確で評価が困難な状態。 
 
《2012 年 6 月革新評価内容》 
??????? ?????? ?????? （?????）















ポートフォリオとしての「目標面談データーベース（2013 年 1 月から運用開始）」 





コード 名前 レベル 評点 評価内容 評価者① 評価者②評価者③





























































日本経営品質賞委員会 「2012 年度版 日本経営品質賞
アセスメント基準書」 
経営品質協議会「経営品質向上プログラム アセスメント
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